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平成 16 年度に実施された「音楽等質問紙調査（家庭科、技術・家庭科）」１）（国立教育政策研究

所）によると、家庭、技術・家庭科の学習の必要性を多くの児童生徒が肯定的にとらえている。また、

「家庭科、技術・家庭科の学習をすれば、自分の普段の生活に役立つと思う」と答えた子どもたちの

割合も高い。その一方で「学習で興味をもったことについて、もっと調べてみたいか」との質問には、

否定的な傾向が見られる。学習に対する意識は高いのに、学習したことをさらに深めようと思わない

理由は何か。ここに、家庭、技術・家庭科の学習を生かし、生活をよりよくしようとしていない子ど

もたちの実態が見える。それは、どのようなことが原因か、学習指導のあり方について、改めて考え

てみる必要があると感じた。 

 本研究会議では、「生活をよりよくしようとする」とは、子どもたちが「自分の生活の課題に気づ

き、解決のために進んで実践しようする」ことととらえた。この能力と態度をはぐくむためには、実

践的･体験的な学習活動や問題解決的な学習を充実させることが有効であると考え、授業を行い検証

した。その結果、様々な「ひと・こと・もの」とかかわり、五感や感性にふれる実践的･体験的な学

習活動を充実させることや子どもたちの身近な家庭生活と関連させた問題解決的な学習の充実が、子

どもたちに学習の意義を実感させ、生活をよりよくしようとする思いを引き出し、育てたい能力と態

度の育成につながることがわかった。 

要  約 
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Ⅰ 主題設定の理由 

 

１ はじめに  

  家庭、技術・家庭科の学習は、家庭生活を主な学習対象としている。現在、少子化や科学技術の

発展にともない、子どもたちがおかれている生活環境や家庭の価値観も多様になってきている。そ

のことは子どもたちの生活経験や意識にも反映され、家庭生活を学習の対象としている家庭、技術･

家庭科を学ぶ姿勢や、学習意欲にも表れていると感じる。例えば、家庭生活の中から問題を取り上

げるとき、問題のとらえ方が各家庭により様々であるため、子どもたち自身がその問題を実感とし

てとらえることに大きな差が見られることがある。また、授業を通してできるようになったことや

わかったことがあっても、自分から生活に役立てようとはせず、例えばボタンがとれた衣服をその

まま着ていたり、身の回りの物が使ったままの状態で乱雑にほうり出されたりしている光景をよく

目にする。 

  自分の家庭生活をよりよくしようとすることを目的に、家庭実践を授業でも行うなどの工夫をし

ている。しかし、授業の場を離れると、なぜ、子どもたちの意識は実生活の場での実践や改善に結

びついていかないのだろうか。これまでの学習指導にどのような課題や工夫が必要だったのか疑問

をもった。 

そこで本研究を始めるにあたり、報告されている調査結果から子どもたちの実態を把握し、その

現状を分析することから、研究主題につながる課題を探ることにした。 

 

２ 子どもたちの実態 

  子どもたちは、家庭、技術・家庭科の学習をどのようにとらえ、学んでいるのだろうか。平成 16

年度に実施された「音楽等質問紙調査（家庭科、技術・家庭科）」１）（国立教育政策研究所）によ

ると、家庭、技術・家庭科の学習の必要性を多くの子どもたちが肯定的にとらえている。また、「家

庭科、技術・家庭科の学習をすれば、自分の普段の生活に役立つ」と「思う・そう思う」と答えた

子どもたちの割合も高い。その一方で「学習で興味をもったことについて、もっと調べてみたいか」

との質問には、否定的な傾向が見られる。 

学習内容に対する意識は高いのに、学習したことをさらに深めようと思わない理由は何か。ここ

に、家庭、技術・家庭科の学習は好きなのに、学んだことを生かし、生活をよりよくしようとして

いない子どもたちの実態が見える。その原因と学習指導のあり方について改めて考えてみる必要が

あると感じた。 

 

３ 家庭、技術・家庭科の課題 

  平成20年１月に中央教育審議会が「小学校、中学校、高等学校及び、特別支援学校の学習指導要

領等の改善について」答申した。その中で、家庭、技術･家庭科の課題２）として、次のような内容が

挙げられた。 

 

１）国立教育政策研究所「音楽等質問紙調査」 2004 年 

２）中央教育審議会第４期 2008 年 1 月 

「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び、特別支援学校の学習指導要領等の改善について」（答申） 
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「家庭、技術・家庭科の課題」  

・自己と家庭、家庭と社会のつながりに目を向け、生涯の見通しをもってよりよい生活を追求出来

る実践力の育成 

・家庭の在り方や家族の人間関係、子育てについて学習し、生活における自立とともに、他の人と

連携し共に生きるための知識と技術の習得  

・食育や消費者教育の推進 

・持続可能な社会の構築の観点から、資源や環境に配慮したライフスタイルの確立とともに、エネ

ルギー資源や森林資源の有効利用など社会で活用される様々な技術を評価・管理できる力の教育

を目指した教育の充実 

・日本のものづくりを支える能力や技術を安全に活用できる力の育成 

 （平成20年１月 中央教育審議会答申より）

これらの課題を解決するために、工夫し創造できる能力と実践的な態度の育成を重視する観点から

内容の改善を図るとの基本方針が示された。改善の基本方針は次の通りである。 

 

  

   

 

 

 

 

改善の基本方針の中でも、「工夫し創造できる能力と実践的な態度の育成を一層重視する」と示さ

れている。本研究のテーマである「生活をよりよくしようとする能力と態度をはぐくむ家庭、技術･

家庭科の学習指導」が、これからの家庭、技術･家庭科教育にとって重要なテーマであることがわかる。 

 これらのことを踏まえ、次のように研究主題を設定した。 

 

 

 

 

Ⅱ 研究内容 

１ 研究の目的 

家庭、技術・家庭科は実践的･体験的な学習活動を通して、知識や技能、生活をよりよくしようとす

る能力と態度を育てる学習指導を行っている。しかし、これまで報告されている子どもたちの実態調

査１）を見ると、教師のねらいや願いは、十分に子どもたちに伝わっているとはいえない。 

 家庭、技術･家庭科の授業で取り上げている学習内容についての意義や必要性（p.102）を子どもた

ち自身が、なぜその学習をするのか、自分にとってどうしてその学習が必要なのかということを、実

感として理解できていないからではないかと考えた。本研究会議では、生活をよりよくしようとする

能力と態度をはぐぐむために、どのような実践的･体験的な学習活動や問題解決的な学習を設定したら

効果的なのかを検証する。そのためにはどのような学習指導の工夫や具体的な手立てが必要なのかに

ついて、授業を通して探っていきたい。 

「改善の基本方針」 抜粋 
○ 家庭、技術・家庭科については、その課題を踏まえて、実践的・体験的な学習活動を通して、

家族と家庭の役割、生活に必要な衣、食、住、情報、産業等についての基礎的な理解と技能を

養うとともに、それらを活用して課題を解決するために工夫し創造できる能力と実践的な態度

の育成を一層重視する観点から、その内容の改善を図る。その際、他教科等との関連を図り、

社会において子どもたちが自立的に生きる基礎を培うことを特に重視する。 

                       （平成 20 年１月 中央教育審議会答申より） 

研究主題 
生活をよりよくしようとする能力と態度をはぐくむ 

               家庭、技術･家庭科の学習指導 



 

 

- 100 -
２ 研究の仮説 

主題設定の理由を受け、仮説を次のように設定した。 

 

 

 

 

仮説をもとに、子どもたちが様々な「ひと・こと・もの」とかかわり、五感や感性にふれる実践的･

体験的な学習活動や問題解決的な学習を設定していく。子どもたちが思考･判断しながら家庭、技術・

家庭科を学ぶことで、学習の意義を実感させ、生活をよりよくしようとする能力と態度の育成を図っ

ていきたい。 

３ 用語の説明 

（１）生活をよりよくしようとすること 

本研究会議では、「生活をよりよくしようとすること」を子どもたちが「自分の生活の課題に気づき、

解決のために進んで実践しようすること」ととらえた。ここでの課題は、日常の解決すべき問題だけ

ではなく、生活をより楽しく、生き生きとしたものになるようにするための工夫や創造も含んでいる。 

（２）家庭科で考える能力と態度の育成とは 

鶴田敦子氏３⁾は、「態度」とは「具体的な学習内容に主体的に到達すること＝能力」を通して育成さ

れるものである３⁾とし、実践的能力や態度を育成する要素として、次の５つの要素を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究の方法 

（１）研究の手順 

①子どもたちの実態把握 

家庭科の学習のはじめに、小・中学校で予備検証授業（２回）を行い、自分の家庭生活を見つめる

学習活動を行うことで、子どもたちが自分の家庭をどのようにとらえているのか、子どもたちの家庭

観や学習の実態をつかむ。 

②生活をよりよくしようとする能力と態度をはぐぐむためのモデル図（構想図）の作成（p.101） 

仮説をもとに、学習指導のあり方を構造化する。 

③仮説の検証 

授業実践を通して、生活をよりよくしようとする能力と態度をはぐくむための学習指導方法が有効

であるかどうかを検証、分析し考察する。 

（２）生活をよりよくしようとする能力や態度をはぐくむためのモデル図の作成 

研究を進めるにあたり、次のような育てたい能力や態度をはぐくむためのモデル図を考えた（図１）。 

３）鶴田敦子『ビジュアル家庭科実践講座アバンセ・理論編』家庭科教育実践講座刊行会 p.92 2008 年 

仮説   

学習指導の中に、自分の家庭生活を見つめ、実践的・体験的な学習活動や問題解決的な学習を

充実させることで、実感を伴った理解ができ、生活をよりよくしようとする能力と態度がはぐく

まれる。 

「実践的能力・態度」を育てる５つの要素 

１ 実践する主体の意思＝児童生徒の意思（志）が尊重されていること 

 ２ 実際の生活に即していること（リアルな現実の生活であり抽象的な生活でないこと）     

 ３ 学校の外（家庭・地域など）とのつながりがあること 

 ４ 学習過程において、身体活動（体験）と知的な認識活動の双方が位置づいていること 

 ５ 生活を向上させるという視点から、実生活の課題に取組む場面があること 

（『ビジュアル家庭科実践講座アバンセ・理論編』鶴田敦子氏による） 



 

 

- 101 -

図１ 育てたい能力や態度をはぐくむためのモデル図

授業では、①子どもたちがまず自分の家庭

生活を見つめて、②学習の課題となる問題や

疑問に気づき、③「生活をよりよくしたい」

という思いを引き出し、子どもたちの学習意

欲を高めていきたい。それぞれの家庭により

生活の様子が違っていても、そこに「自分が

存在し生活をしていること」、「これからもそ

こで生活をしていくことを共通の学習の視点

として、学び合いの場面を設定する。実践の

方法は違っても、思考・判断しながら工夫し、

創造をしていく過程の中で、自分なりの価値

判断ができ、実生活につながる生活をよりよくしようとする能力と態度の育成をめざす。子どもたち

が実生活の場面で生活をよりよくしようとするためには、なぜその学習をするのか、自分にとってな

ぜその学習が必要なのか、学んだことで自分の家庭生活でどんな変化が期待できるのかを、授業の中

で実感として理解できる学習展開と学習指導の工夫が求められる。 

（３）研究の対象 

①小学校 家庭科  川崎市立Ｂ小学校 第５年Ｂ組 33 名  

  「私が作る朝食 ～いためる～」 （８時間構成） 

②中学校 技術・家庭科（家庭分野）川崎市立Ａ中学校 第１年Ａ組 36 名 

  「自分の成長と家族や家庭生活とのかかわり」 （６時間構成） 

検証する学習題材については、それぞれの研究員の学校の指導計画をもとにしているため、予備検

証授業以外は小学校と中学校の関連性はない。ただし、検証授業を行う際に、次のような学習指導の

工夫を検証授業の視点として授業の構想を立てた。 

５ 「生活をよりよくしようとする能力と態度をはぐくむ」学習指導の工夫４） 

 生活をよりよくしようとする能力と態度をはぐくむためには、育てたい能力や態度をはぐぐむため

のモデル図（p.101 図１）で取り上げた、（１）実践的・体験的な学習活動の充実、（２）問題解決的

な学習の充実、（３）実感を伴う理解につなげるという３点において、次のような学習指導の工夫が必

要であると考えた。 

（１）実践的･体験的な学習活動の充実  

家庭、技術･家庭科では、これまでも学習指導の中で実践的･体験的な学習活動を重視してきた。実 
践的･体験的な学習活動を充実させることで、仕事の楽しさや、自分でできたという達成感・成就感が

生まれ、家庭実践への意欲がもてるようになると考える。さらに実践的・体験的な学習活動を充実さ 
せるためには、「気づき」、「驚き」、「喜び」などの感性や、五感を使って感覚に訴える学習活動を大切 
４）授業改善の視点をもつにあたり、次の著書および先行研究の成果を参考にした。 

・堀内かおる編著『家庭科再発見』～気づきから学びがはじまる～第６節授業づくりのヒント pp.87～88 2006 年 

・ 2004 年 川崎市総合教育センター「研究紀要」第 18 号   

「生活者としての実践力を育てる家庭、技術・家庭科の学習」 p.125 

・ 2006 年 川崎市総合教育センター「研究紀要」第 20 号    

「関心･意欲･態度」を育てる家庭、技術･家庭科の学習指導   p.97 

＝学習の出発点
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題 材 名  「私が作る朝食 ～いためる～」 
時 間 数   8 時間 
検証の視点   ①実践的・体験的な学習活動の充実 ②問題解決的な学習の充実 

にした学習指導を工夫することが大切である。 
（２）問題解決的な学習の充実 

将来にわたって変化し続ける社会に主体的に対応していくためには、問題解決能力をもつことが、

必要である。問題解決能力には、思考力･判断力･表現力等があげられる。これらの能力の育成のため

には、問題解決的な学習を単なる調べ学習に終わらせないよう、実践的・体験的な学習活動を組み込

み、くり返し行うことが大切である。問題解決能力が育成されることにより、実生活の場面でも問題

意識が高まる。 
（３）実感の伴う理解につなげるために 

実感を伴う理解については小学校学習指導要領解説家庭編、中学校学習指導要領解説技術・家庭編

の中で言語活動の充実と関連づけて解説されている。家庭、技術･家庭科においては、生活に関連の深

い様々な言葉が生活の中で生きた言葉となるように配慮しなければならない。本研究においても、様々

な言葉が実感を伴った明確な概念となるような、言葉の充実のための学習指導を工夫したいと考える。

実感を伴う理解ができることにより、さらに学習意欲が喚起され、生活をよりよくしようとする能力

と態度がはぐくまれることと考える。 
６ 検証授業の実際と考察 

（１）検証授業の目的 

「生活をよりよくしようとする能力と態度をはぐくむ」学習指導は、学習意欲を喚起し、自分の生

活をよりよくしようとする思いを引き出すことが必要だと考え、２つの予備検証授業を試みた。小学

校と中学校でイメージマップ法を用いて「家庭って何？」という同じ題材で授業を行った。学習後の

ワークシートの記述や感想からは、自分のこれからの家庭生活に対する前向きな姿勢や意欲が多く見

られた。この予備検証授業により、自分の家庭生活を見つめる題材の設定や、イメージマップ法を用

いた授業展開は、自分の家庭生活をよりよくしようとする思いを引き出し、学習意欲を喚起するため

の動機付けとなることがわかった。 

以後の検証では、子どもたちが「自分の生活をよりよくしよう」とするために、なぜ、その学習を 

するのか、どんな変化が期待できるのかなど、子どもたちが学習の意義や必要性を実感として理解で

きるよう授業を展開していきたいと考えた。 

（２）検証１ 小学校家庭科  
①検証対象 5 年 A 組 男子 17 名、女子 16 名、計 33 名 

②子どもたちの実態 

５年生になった子どもたちに、家庭科の授業で「家庭って何？」と問いかけると、「家族」「仕事」

「命」「助け合う」などのたくさんの言葉が出された。これらを模造紙にイメージマップとしてまとめ、

クラス全体で「家庭」や「家庭科」について考えることができた。家庭から広がった言葉から家庭の

大切さに気づいたり、家庭の中にはいろいろな仕事があることに気づいたりすることができ、「自分で

もできるだけのことをしたい」「役に立ちたい」という気持ちが強くなったようであった。 
③題材構想 

 本題材では、なぜ、家庭科の授業で自分の身近な家庭生活をよりよくしようとする学習をするのか、
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【探究的な学習活動】・・・「自分はどんな食事のとり方をしていくのかな」 
【知識や技能の習得】・・・「学校栄養職員さんに栄養の秘密を聞いてみよう」 
            「わが家にいためる料理のコツを聞いてみよう」 
            「野菜をいためて調理してみよう」 
【知識や技能の活用】・・・「家族のために野菜をいためる料理をつくろう」 

どんな変化が期待できるのかなど、学習の意義や必要性を実感として理解するために、自分の朝食の

食事調べを行い、自分の食生活の課題をもつことから学習を立ち上げることにした。健康的な生活の

ために、食品の栄養的な特徴やとり方、食事の大切さを理解した上で、自分の家族のことを考えなが

ら「いためる」調理に挑戦する。「いためる」とはフライパンなどで油を使い、かき混ぜながら加熱す

る調理操作である。今回は、自分の家の工夫を調べたり、友達と調理方法の情報交換をしたりするこ

とによって、調理の目的によっていためる時間や火力などに違いがあることに気づくようにしていき

たい。また、学習したことを生かして家庭実践することを大切にしたいと考えている。実践報告会を

行い、実践した自分の感想や家族の感想を伝え合うことで、自分がいためる調理をしたことの達成感

を味わうとともに、家族とのかかわりを深め、家族の一員であることを、より一層自覚できるのでは

ないかと考えた。 
④題材の評価規準 
家庭生活への 
関心・意欲・態度 

生活を創意工夫する 
能力 

生活の技能 
家庭生活についての 
知識・理解 

・自分と家族の食生活

をふり返り、家族とか

かわって、よりよい食

べ方を考えようとして

いる。 
 

・自分や家族の健康や

好みなどを考えた調理

を自分なりに工夫して

いる。 

・調理に必要な材料の分

量や手順を考えて計画

を立て、安全や衛生に気

をつけながらいためる

調理ができる。 

・食品の栄養的な特徴

を知り、食品の組み合

わせを考えて食べる大

切さを理解している。 
・材料に応じたいため

方やいためる調理のよ

さを理解している。 
⑤学習指導の工夫および具体的な手立てと考察 ＊p.104 右下＜資料＞：表１参照 

 

＜探究・習得・活用の授業展開＞ 意図的・効果的な題材構成と学習指導の工夫 

家庭、技術・家庭科では、教科目標の中に、日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能（技

術）の習得と、その知識及び技能（技術）を活用しながら生活を工夫し創造する問題解決的な探究の

力の育成が、ねらいとして示されている。知識及び技能（技術）の確かな「習得」が「活用」や「探

究」の土台となり、「活用」「探究」することで｢習得｣への意欲が高まる５）。授業では、子どもたちの

家庭生活にかかわりのある題材を通して、「習得」「活用」「探究」させる学習を１時間の授業や題材の

指導計画の中にどのように意図的・効果的に組み入れていくのか、指導者の学習指導の工夫が必要で

あると考える。本研究会議では生活をよりよくしようとすることを、子どもたちが「自分の生活の課

題に気づき、解決のために進んで実践しようとすること」と考えた。この小学校の検証授業では、題 

材のはじめに自分の食生活を振り返る「探究的な学習」を行い、そこから一人一人に自分の課題をつ 

 

５）内野紀子編著『学習指導要領の解説と展開 家庭編』教育出版 p.62  2008 年 

ア）実践的・体験的な学習活動の充実 
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かませる。そして家族や友達とのかかわりを通し、学び合いや調理実習などの実践的・体験的な学習

活動をくり返し展開していくことで、題材全体を通して「生活をよりよくしようとする能力と態度」

をはぐくむ。 

【考 察】 生活をよりよくしよう

とする能力と態度をはぐぐむために、

題材全体の展開を通して実践を行っ

た。自分の朝食調べを行って学習を

立ち上げ、学習のまとめである実践

報告会まで、研究のモデル図（図１）

にそって学習の題材を展開すること

ができた。探究・習得し活用させる

今回の題材全体の展開からは、子ど

もたちが授業ごとに学びを重ねなが

ら、生活をよりよくしようとする姿

が育っていく様子が検証できた（表

１）。例えば、家庭科で学習したこと

を活用して家庭実践をする場面では、

家族のためにおいしい料理を食べて

もらおうと、学校での調理実習「い

ためる調理にチャレンジ！」での反

省や経験を生かしていることがわか

った。このことからも、「生活をより

よくしようとする能力と態度をはぐ

くむ」ために題材全体の展開を通し

た学習指導は有効であったと考える。 

イ）問題解決的な学習の充実 

＜子どもたちが思考・判断する学習 

場面の設定＞ 将来にわたって変

化し続ける社会に主体的に対応して

いくためには、生活を営む上で生じ

る課題に対して、自分なりの判断を

して課題を解決する能力（問題解決

能力）をもつことが必要だとされて

いる。「私が作る朝食～いためる～」

の題材では、いためる調理の実習を

行う前に、自分の家族に嗜好を聞く

など、よりよい朝食（健康でおいし

い料理）にするための工夫を課題として考えさせた。実際の調理実習の場面では、ここでの工夫をも

とに基礎的・基本的な調理の技能を身に付けさせていく。 

表１  小学校：題材の指導計画と学習指導の工夫及具体的な手立て 

題材「私が作る朝食」（研究との関連と子どもの姿）

 

学 習 の 流 れ 

（８時間）

 

（◇）育てたい能力 や（◎）態度  

 

 

（◆）検証の視点と 

（・）具体的な手立て 

（☆）生活をよりよくしようとする

子どもの姿  

   （ワークシートや発言から）

１． 自分の朝食を調

べてみよう  

（２時間）

・自分の朝食を振り

返り、気づいたこ

とや問題点を話し

合い、「なぜ食べる

のか」について考

える。 
 
・食品の栄養的な特

徴やおいしく食べ

る工夫を学校栄養

職員さんから話を

聞き、自分の課題

をもつ。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
◎自分の朝食を振り返り、よりよい

食べ方を考えようとする。  
（関心･意欲・態度）

 
 
 
 
◇食品に含まれている成分が３つの

グループに分けられていることを

知り、食品の組み合わせを考えて

食べる大切さが理解できる。   

（知識･理解）

 

  
 
 
◆わが家ウォッチング     

・どんな朝食を食べているのかを調べる

ことで、毎日の食事について関心をも

たせる。 

・食品の種類を調べ、自分の食事のとり

方について気づかせる。 
 
◆ゲストティチャーとの授業  
・学校栄養職員さんに食品のもつ栄養素

のはたらきや、食品を組み合わせて食

べるための工夫について、具体的に詳

しい話をしてもらう。 
（具体的な話を聞かせる） 

 
 
 
◆課題の設定 （学習した知識の活用） 
・課題の視点をはっきりさせるために、

ポイントを示しておく。「材料と栄養、

味付けの工夫、切り方の工夫、炒め方」 

 
☆ごはんやパンは食べでいるけど、朝

は忙しいから、野菜やおかずの料理

が少ない。 
☆ほぼ毎日ウィンナーと目玉焼きが

出てきた。たまに朝パンを食べるこ

とがあるけど、ごはんを食べること

が多いことに気づいた。  
☆どうしたら、野菜をおいしく食べら

れるのだろう。学校栄養職員さんに

聞いてみよう。 
☆学校栄養職員さんかの話から、食べ

物は３つに分けられたり、野菜は煮

たり、焼いたりすると吸収がよくな

り、たくさん食べられることがわか

った。 
 
 
 
 
☆お母さんの料理を作ってみたい。だ

から、いためる調理の味付けの工夫

を調べたい。 

問題解決的な学習の充実 

実践的・体験的な学習活動の充実 

２． いためて変身！

わが家の工夫  

（２時間）

 
・自分の課題を解決

するために、食品

の栄養的な特徴や

おしく食べるため

の工夫、調理方法

について調べる。 
 
・わが家のおすすめ

の料理と調理の工

夫をグループで伝

え合い、まとめる。

 
 
 

 
 
 
 
◇食品の栄養的な特徴やおいしく食

べるための工夫、いためる調理方

法について調べる。 
（創意工夫）

 
 
 
◇調べてわかったことを整理して、

分かりやすくまとめることができ

る。 
（知識・理解）

 

 

 
 

 
 
 
 

◆わが家ウォッチング     

・わが家の調理の工夫を聞いてみること

で、課題追究のためのヒントをつかま

せる。 
 

 

 

◆学び合いの場の設定    

・課題が同じもの同士で、調べてきたこ

とを班で意見交換したり、全体で発表

したりすることで、友達から家の工夫

やいためる調理の情報を得るようにさ

せる。 
『材料と栄養』   『味付けの工夫』 
『切り方の工夫』 『炒め方』 
『材料と栄養』 

 
◆図表のまとめ        

・課題別に意見交換した中から共通の工

夫と特別な工夫を整理して図表にまと

めさせ課題についての理解を深めさせ

る。 
・まとめ方のポイントについて説明し、

使用させる教材や用具などに配慮す

る。 
 
 
 
◆課題の設定 （学習した知識の活用） 

・学習で得た知識を活用しよりよい朝食

（健康でおいしい料理）にするための

工夫を考えたり、家族の嗜好を聞いた

りして課題を考えるようにさせる。 
 

 
☆フライパンは温めてから油を入れ

る。 
☆火加減に気をつける 
☆調味料の入れ方に気をつける。 
☆小さく切ったにんにくを油でいた

め、香りを出す。こげやすいから最

初にいためる。 
☆火が通りやすいように一口サイズ

に切る。かたい野菜からいためる。

 
 

＜共通な工夫＞ 

・油でいためる 
・火加減に気をつける 
・強火でさっといためる 
・いためすぎない 
・火が通りやすいものは大きめに切る

・火が通りにくいものは小さめに切る

 

 

＜特別な工夫＞ 

・固い材料からいためる 
・時間がかかるものから入れる 
・苦手な野菜は小さめに切る 
・ピーマンを２種類使って色合いを工

夫する 
 
 
 
 
 
☆お母さんが朝ごはんに出してくれ 

 るおかずがおいしいから、ほうれん

草のベーコンいためを作ろう。 
☆野菜の切り方を工夫して、短冊切り

にしてみよう。 

実践的・体験的な学習活動の充実 

問題解決的な学習の充実 

    
３．いためる調理に

チャレンジ！ 

（３時間）

・調理に必要な材料

や手順を考えてい

ためる調計画を立

てる。  （１時間）

 
 
 
 
・調理用具を安全に

使ってペアでいた

める調理をする。 
（２時間）

 
 
 
 

 
 
 
◇自分の家族の健康や好みを考えた

料理を自分なりに工夫することが

できる。 
（創意工夫）

 
 
 
 
◇安全に気をつけながら、材料や目

的に応じていためる調理をすること

ができる。 
（生活の技能）

 
 
 

 
 
 
◆わが家ウォッチング     

・家族の健康のために、どんなことを考え

て食事は作られているのかを知り、自分

の調理に必要な食品（材料）は何か考え

させる。 
 
 
 
◆ペアによる調理実習     

・互いの調理を見合うことで、調理の目的

によっていためる時間や火力などに違

いがあることに気づかせる。 

 
・調理実習のポイントについて説明し、安

全に気をくばりながら、調理実習を行わ

せる。 

 
 
 
☆カレー風味の野菜いためを作って

家族にたべさせたい。 
☆野菜をいっぱいつかって、ダイエッ

ト中のパパにもおいしくてやせる

料理にしたい。 
 
 
 
☆おいしかったけどにんじんが少し

かたかった。今度家で作るときは今

日できなかったところを家でがん

ばる。 
☆カレー粉をもう少しい入れればよ

かった。 
☆すぐこげちゃった。タイミングがむ

すかしかったです。火をもう少し弱

くすればかった。

実践的・体験的な学習活動の充実 

実践的・体験的な学習活動の充実 
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図２ 課題を見つける 

＜わかったことを図や表にまとめ

る活動＞ わが家の調理の工夫を

調べ、課題が同じもの同士で意見交

換をする場面を設定した。その際、

課題別に意見交換した中から「共通

の工夫」「特別な工夫」を整理して図

表にまとめさせ、課題についての理

解を深めさせるようにした。 

＜実践した感想や家族からの想いを伝え合う活動＞ 

実生活の場面で生かされる、「生活をよりよくしようとする能力と態度」をはぐくむためには、家族

や人とのかかわりの中での励ましや認め合いが必要だと考える。家庭実践報告会では、学び合いによ

り、自己の達成感や学びの成長を実感できるような学習活動にしたい。 

【考 察】 子どもたちは自分の「朝食調べ」から、

忙しいことや朝食に野菜が少ないことなどを知った。 

そこで、「わが家のおすすめ料理を調べる」家庭ウォ

ッチングを行い、学習指導の工夫の具体的な手立て

とした。家族にインタビューをしたり、調理の様子

を見てみたりすることで、炒めることに興味をもつ

ことができた。また、わが家の工夫から、いためる

「調理のポイント」に気づかせるため、課題別に共

通点を見つけ出させた。グループで話し合った結果、

それぞれのわが家の工夫の中に「共通な工夫」と各

家庭の「特別な工夫」があることに気づいた。この活

動での共通な工夫の「気づき」は、後の「いためる調理にチャレンジ！」を行う時の大切なポイント

になった。家庭実践報告会からは、学校での学習を発展させていためる調理に挑戦したり、調理実習

でうまく出来なかった調理の課題にもう一度取り組んだりしたことわかった。このことからも、家庭

科での問題解決的な学習を単なる調べ学習に終わらせないよう、家庭の「ひと・もの・こと」とのか

かわりを強調した実践的・体験的な学習活動を組み込む意義は大きいといえる。自分の家庭を見つめ

課題を設定し、問題解決的な学習を充実させることで、生活をよりよくしようとする子どもの姿を数

多く見ることができた。（p.104～105 表１） 

（３）検証２ 中学校： 技術・家庭科（家庭分野）  

①検証対象 １年 A 組 男子 20 名、女子 16 名、計 36 名 

 

 

 

②子どもたちの実態 

自分の家庭生活を見つめるために行った「家庭って何？」のイメージマップ作りから、子どもたち

は「家庭」からどんなことばをイメージしているのか、一人一人のワークシートからそのことばの数

を取り上げ、カテゴリーを用いてことばを分類してみた。その結果、子どもたちは、自分の家庭から

題 材 名  「自分の成長と家族や家庭生活とのかかわり」 
時 間 数   ８時間 
検証の視点   ①実践的・体験的な学習活動の充実 

４．実践報告会を 

しよう  

（１時間）

・自分の実践を報告し

たり、友達の実践を

聞いたりする報告

会をする。 

 
 

 
 
 
◎調理実習と家庭実践を振り返り、

友達との感想交流から、次の実践

へつなげようとする。 
（関心・意欲・態度）

 
 

 
 
 
◆家庭実践          

・家庭科で学習したことを生かして、自分

の家族にいためる料理を作ることによ

り、家族とのかかわりを深め、家族の一

員であることの自覚をもたせる。 

 

◆学びあいの場の設定     

・自分の感想や家族の感想を伝え合い、 
 学習への達成感や次への意欲を引き出

す。 
・学習全体を振り返り、自分の学びの成長

が実感できるようにさせる。 
（学習の意義や学びの必要性への実感を

もたせる）

 
 
 
☆最初は、火の強さや味付けが分から

なかったけど、１回１回ダメだった

所を気をつけて、火の強さの調節な

どがうまくできるようになりまし

た。 
 
☆自分が作ったものを家族がおいし

いって言ってくれてうれしかった

です。家族のために、これからもい

っぱいいためものをできるように

なって作ってあげたいです。 

実践的・体験的な学習活動の充実 
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＜着目生徒Ａさん＞ 担任からの聞き取りより 

 Ａさんは授業では明るく活発な様子で、まわりの友達とのコミュニケーションも多く見られる。

しかし、その反面、家庭では反抗期を迎え母親に反抗するなど、保護者との関係が難しくなってき

ている様子が見られる。

イメージされることばを「もの」＞「場所」＞「こと＝生活の行為」＞「ひと」＞「気持ち」（以下省

略）の順に多く記述していた。家族などの「人」に関することばや人とのかかわりなどから築かれる

「気持ち」や感情に関する記述の少ないことがわかった。このことから、子どもたちは自分の家庭生

活を「もの」やことがらを主として断片的にとらえる傾向が強いのではないかと推察した。 

③題材構想 

これまでの子どもたちの実態から、技術・家庭科の学習指導を通し「家族とのかかわり」を考えさ

せていかなければならないことを実感し、これまでの学習指導に工夫や改善が必要であると考えた。

幼児期の成長を学習することは、自分の成長を振り返り、自分と家族のかかわりについて見つめ直す

ことにつながる。 小学校での「家庭って何？」の学習をさらに定着させるためにも、中学校でも、自

分の生活を見つめ，家族や人とかかわることから自己有用感や自己肯定感をもたせたい。小学校での

学習を基盤にし、個々のイメージマップ作りからグループ、そして、クラス全体への学習へと展開し

ていく。これにより自分で考えたことや他者が考えていることを共有し，互いを認め合いながら，よ

り客観的に「家庭」をとらえることができると考えた。この学習を通して、これからはじまる技術・

家庭科の学習への見通しをもつとともに、自分の生活が家族や周囲の人々に支えられていることに気

づき、他者との共生やよりよい家族関係について考え、授業の学びを実生活で生かそうとする態度を

育てたい。 
④題材の評価規準 

題材の評価規準 

生活や技術への 

関心・意欲・態度 

生活を工夫し 

創造する能力 
生活の技能 

生活や技能についての 

知識・理解 

自分の成長と家族や家庭

生活とのかかわりについ

て、関心をもって学習活

動に取り組んでいる。 

自分の成長と家族と家族関

係について、課題を見付け、

その解決を目指して工夫し

ている。 

家庭や家族の基本的な機 

能や家庭生活とひと・こ

と・ものとのかかわりに 

いて調べたり、発表した 

りすることができる。 

・これまでの自分の成長と家

 族や家庭生活とのかかわり

 ついて理解している。 

・今後の学習の見通しを理

 解している。 
 

⑤学習指導の工夫および具体的な手立てと考察 ＊p.107 右下＜資料＞：表２参照 

 題材全体の指導計画と学習指導の工夫及び具体の手立てについての見取りは、学級全体の把握と共

に着目生徒Ａさんの変容を中心に研究との関連を表２にまとめた。担任の先生からの聞き取りにより、

着目生徒Ａさんには次のような実態があることがわかった。 

そこで、この学習がＡさん自身にどのように受け止められていくのか、授業の様子やワークシート

の記述内容から個人の変容も追ってみることにした。 

ア）実践的・体験的な学習活動の充実 

＜これまでの自分の成長を振り返らせる学習活動＞ 
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表２ 中学校：題材の指導計画と学習指導の工夫及具体的な手立て 

題材「自分の成長と家族や家庭生活とのかかわり」 

（研究との関連と子どもの姿）

中学生版「イメージマップ作り」 

これまでも「家族と家庭生活」の学

習では、自分の家庭を見つめ成長を振

り返る学習活動は行われてきた。しか

し個人だけの振り返りにとどまり、全

体で共有する活動があまりなかった。

そこで、小学校でも行われている「家

庭って何？」のイメージマップ作りを

協同で作業に取り組むワークショップ

にアレンジして実践する。この協同で

の学習により、家庭に対する様々な意

見交換をさせていきたい。そしてこの

学習活動から、「家庭」には多様な見方

や価値観があることに気づかせたいと

考えた。家庭とは何かを考えさせるこ

とで、これまでの家族とのかかわりを

見つめ直し、家庭生活への認識を深め

させたい。 

【考 察】 このようなことから、学

習の立ち上げにガイダンスを行い、イ

メージマップづくりを行った。協同で

作業に取り組むワークショップでは、

自分の考えをもち、家庭について意見

交換をすることができた。Ａさんは、

学習のはじめに家庭に対するイメージ

を表２のように、「もの」や「こと」を

多くあげており、「ひと」に対する言葉

は「親」とだけ記述していた。しかし、

班でイメージマップ作りを行った後、

自分の家庭生活を振り返って気づいた

ことでは、反抗している自分のことや

お母さんに似てきている自分をあげ、

ここまで一人では生きてこられなかっ

たと素直な気持ちを記述していること

がわかった。その他の子どもたちの感

想からも、ふだん意識して生活するこ

とが少ない家庭のとらえ方に変化があ

ったとの記述が多く見られた。この協

同で作業に取り組む「イメージマップ 

 

学習の流れ 

     （８時間）

 

（◇）育てたい能力 や（◎）態度

 

 

（◆）検証の視点と（・）具体的な手立て 

 

生活をよりよくしようとする 

子どもの姿 

（ワークシートから）

１． 中学生にとって

の家庭について

考えてみよう  

（１時間）

 
・これからの家庭分

野の学習に見通し

をもつ。 
 
 
 
・中学生の時期にあ

る自分と家庭生活

とのかかわりにつ

いて考える。 
 

 
 
 
 
 
◎家庭分野の学習を自分の成長や

これからの家庭生活に生かしてい

こうとする。   
（関心・意欲・態度）

 
 
◎これまでの自分の成長や家族と

のかかわりについて関心をもち

深く考えようとする。 
（関心・意欲・態度）

 

 
 
 
 
◆家庭科学習ガイダンス    
・これまでの家庭生活や小学校家庭科の学

習を振り返ったり、家庭分野の学習の概

要について触れたりしながら、３年間の

学習の見通しをもたせ、学習への意欲を

高める。 
 
・家庭分野の学習が生活の自立や家族との

家庭生活を営む力につながることに気

づかせる。 

 

＊着目生徒 Aさんの変容を追って 

 

＜Aさんの学習前の家庭のイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

２．「家庭」のイメー

ジマップを作っ

てみよう 

      （１時間）

 
・友達と意見交換や、

イメージマップ作

りを通して、家庭

や家族とのかかわ

り方について考え

る。 
 
 
 

 
 
 
 
 
◎友達と意見交流から、これからの

自分の家族とのかかわりに関心

をもつことができる。 
（関心・意欲・態度）

 
◇家庭生活がさまざまなひと・こ

と・ものとつながっていることが

理解できる。 
          （知識・理解）

 

 
 
 
 
◆学びあいの場の設定    
・参加体験型学習「イメージマップ作り」 
協同作業の意見交換を通して、「家庭」

にはいろいろな見方や価値観があるこ

とに気づかせる。 
 
・家庭とは何かを考えさせることで、これ

までの家族とのかかわりを見つめなお

し、家庭生活への認識を深めさせる。 
 

 

 

 

 

☆自分と違う意見や同じ意見がたくさ

んあって、「家庭ってこういうコトな

んだ」という意見も出て家庭について

深く考えることができました。 

 

☆あたり前だと感じていたことを初め

て、大切なんだと感じた。このマッ

プ作りでは、いろんな発見をした。 

実践的・体験的な学習活動の充実 

テレビ、誕生日、ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ、自分

の部屋、机、親、ケンカ、ペット、

ごはん、おでかけ、犬、勉強、 
会話 

＜Aさんの変容①＞ 

年が上になっていくにつれて反

抗している。ここまで一人じゃ生

きてこれなかった。だんだん母さ

んの顔に似てきている（笑） 

実践的・体験的な学習活動の充実 
＜Aさんの変容②＞ 

今まで自分が産まれてきて、世

話によくなった家族には本当に感

謝しています。親には悪口やぼう

力をしてしまった・・・。だから

これからは、親の言うことを聞い

て「生んでもらったからにはりっ

ぱな大人になりたいです。 

４． 幼児の世界をの

ぞいてみよう  

     （２時間）

 
・幼児の観察を通し、

幼児の心身の発達

の特徴を知る。  

（１時間）

 
・幼児の「遊び」を

体験し、遊びの意

義を考える。    
(１時間）

 

 
 
 
◇幼児の生活や心身の発達の特徴

について理解できる。      

       （知識・理解）

 
 
◇幼児の発達にとって遊びが重要

であることを理解できる。 
         （知識・理解）

 
 
◆視聴覚教材の活用 

・VTR から幼児の保育園での生活の様子

や、年齢による発達などの違いに気づか

せる。 
 
◆幼児の「遊び」体験  

・さまざまな遊びを体験しながら、幼児に

とっての遊びの意義を考えさせる。 
・幼児の遊びは、身体の発育や運動機能、

言語情緒、社会性の発達に大きな役割を

果たしていることを理解させる。 

 
（ 今 後 の 実 践 ） 

 
 
 
 
 
 

実践的・体験的な学習活動の充実 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆みんないろいろな思い出があって、

「今」があるって事がわかった。す

ごくリアルな話があってびっくりし

た話もあった。 
 
 
☆私たちの成長と家族はいつもつなが

っているんだなと思いました。私た

ちは家族に見守られて成長してい

る！これからも、この思い出を大切

にしていきたいです。 
 
 

３．自分の成長をふ

り返ってみよう

（２時間）

  
・家族からの話や自

分の思い出を伝え

合い、これまでの

家族とのかかわり

を考える。 
    （１時間）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・これからの自分と

家族の生活をより

よくするための方

法（かかわり）を

考える。（１時間）

 

 
 
 
 
◇自分の成長や生活はたくさんの

人に支えられていることを理解

できる。     （知識・理解）

 
 
 
◎互いの立場を理解し、家族の一員

として協力して家庭生活にかかわ

っていこうとする。 （関心・意欲・

態度） 

 
 
 
◇家庭生活での自分の役割を認識

し、家族関係をよりよくする方法

（かかわり）を考えることができ

る。        （工夫創造）

 

 

 

 

◆情報収集     

・家族からの聞き取りや、小さい頃の出来

事などからこれまでの自分の成長を振

り返らせ、実感をもたせる。 
 
 
 
◆学びあいの場の設定       
・友達の小さい頃のエピソードを聞き、自

分の経験や体験との共通点や違いに気

づくなど、他者（や自己）に対する理解

を深めさせる。 
◆視聴覚教材の活用         
「明治安田生命ＣＭ」 

・VTR を流し家族のつながりをより深く

感じられるようにする。 
・わが子に対する親の思いや願いに気づか

せ、これまでの自分の成長は家族の愛情

に支えられていることを実感として理

解させる。 
 
・家族の互いの立場や役割を理解し、協力

して家族関係をよりよくすることの大

切さに気づかせる。 
 
・自分のこととして考えられるよう、家族

や周りの人たちに支えられて生活して

いることに気づかせ、自分のできること

について考えさせる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆今まで、「だから何？」って思ったり

してたけど、今回ちゃんと親の大切

さを知りました。これからは、今ま

での感謝も含めて、自分にできる事

をどんどんやりたいと思います。 
 

実践的・体験的な学習活動の充実 

実践的・体験的な学習活動の充実 

＜Aさんの変容③＞ 

みんな大切な思い出の品をみつ

けてきたけど、全てに深い意味が

あって大事にしてるんだなぁと思

いました。自分の思い出の品は海

パンなんだけど、あれには友達に

悪いことをしておこられたり、ほ

められたり、すごい深い意味があ

って話しました。

＜Aさんの変容④＞ 

自分が思う家族はかけがえのな

い存在です。もし自分がケンカした

り傷ついたりした時は、家族に励ま

され立ち直るんだと思います。きょ

うだいとはケンカもするけど、ゆず

り合いとかをすれば、ケンカがおこ

ならいと思うのでずっと仲良くし

たいです。これまでこれたのも自分

を支えてくれる家族がいたからこ

そここまでこれたんだと思います。

これからもずっと家族と仲良く大

切に守っていきたいです。 
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作り」からは、今まで押し付けがちだ

った「家庭や家族」のあり方を問う学

習にはない、子どもたち自身の気づき

や価値の発見を引き出すことができた

のではないかと考える。 

＜自分の成長を見つめ、家族とのこれ

からの生活を考えさせる場の設定＞  

【家族や身近な「ひと・こと・もの」と向き合い、自分の成長を知る場の設定】 

中学生の時期は、思春期や自立心の芽生えもあり親が煩わしいと感じがちな部分も見られる。この

精神的な成長の時期にもう一度「自分の成長を振り返る」学習を設定し、家族とのかかわりをもたせ

る場をつくりたいと考えた。家族の話や大切にしている「こと・もの」などから、自分の成長を知る

ことで、これまでの自分の成長にはたくさんの人の支えがあることに気づかせていきたい。 

【自分のことばで成長を伝え合う学習活動】 

自分の成長を話したり、友達の成長のエピソードを聞いたりすることから、自分の経験や体験との

共通点や違いに気づかせ、自己への認識と他者への理解を深めさせたいと考え、成長の喜びを共有す

る学習の場の設定をした。 

【学習活動を充実させる教材・資料の活用】 

 
 家族とのかかわりや自分の成長を振り返る活動が十分でない場合も考え、学習活動を充実させるた

めに教材や資料などを活用していきたい。教材や資料の効果的な活用により、生徒の心情面にはたら

きかけ、自分と家族のこれからの生活をよりよくしようとする思いを引き出すことで、育てたい態度

の育成をめざしていく。 

【考 察】 自分の言葉で成長を「伝え合う」場面では、はにかみながらも一生懸命自分の言葉で成

長を語る姿がどの子どもたちにも見られた。このことから、身近な「ひと・こと・もの」を介して家

族と向き合い、互いに「成長を語り合った姿」が推察された。また、大病をした友達の話を聞き、そ

の成長に驚きや喜びを感じていた。励ましの感想などから、自分だけでなく、他者に対する理解も深

められたと考える。今回の検証授業では、学習指導を充実させるためにテレビ CM６）を教材として活

用した。視聴後、この教材をもとにこれからの自分と家族との生活を考えさせた。 

視聴が始まった直後は、聞き覚えのある音楽に反応し唄を口ずさむ場面もあったが、次第に CM の内

容に引き込まれていくのがわかった。視聴後の子どもの中には、感動の涙を流している姿も見られた。

その授業後の感想からは、「自分はいないほうがいいんだと思っていたが、自分の存在の意味をもう一

度考えた」という子どもや、「兄が将来の夢について語るようになって、自分自身も介護士になりたい

と思った」など、家族とのかかわりを通して将来の夢や生き方への意思をもつことができた子どもた

ちの姿を見取ることができた。Ａさんも資料２の変容④の感想のように、自分と家族とのかかわりを

振り返り、これからの家族との生活を考えている。気持ちの記述も具体的になり、記述の量も増えて

きていることがわかった。 

６）企業広告 明治安田生命保険株式会社 テレビ CM「たった一つの贈り物」より 

・他教科等の資料の活用・・・・「心のノート」 

・視聴覚教材の利用・・・・・「明治安田生命保険会社 CM」 

・成長を実感できる「こと・もの」・・・写真、品物、具体的な思い出など 

５．子どもの育つ環

境と家族の役割 

（２時間）

 

・幼児の成長と家族

の役割について考

える。  （１時間）

 

 

・学習をふりかえり、

自分の考えを伝え

合う   （１時間）

 

 

 
 
 
 
◇幼児の発達を支えている家族の

役割について、理解できる。 
（知識・理解）

 
 
◎自分の生活や事例をもとに、家族

の立場や役割を理解しようとす

る。    （関心・意欲・態度）

 
◇これまでの学習をふりかえり家

族や家庭の機能について考え、家

庭や家族の重要性を理解できる。

（知識・理解）

 
 
 

◆情報収集、視聴覚教材等の活用 

・家族から聞き取りやＶＴＲの視聴から気

づいたことを発表し、幼児期に身に付けた

生活習慣が現在の自分の生活にも役立っ

ていることに気づかせる。 

 

◆学び合いの場の設定 

・これまれの自分の生活を振り返り、自分

の生活や家族に対する意識の変容を引

き出す。 

・学びに役立つ成長を実感させ、次の学習 

への意欲へつなげる。 

 
（ 今 後 の 実 践 ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実践的・体験的な学習活動の充実 
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これらの学習指導の工夫や具体的な手立ての検証から、「自分の成長や家族と家庭とのかかわり」

について学習を行う際には、身近にある生活の中から教材や（資料から）題材を開発したり、他教科

等の資料の活用場面を考えたりする必要もあることを感じた。実践的・体験的な学習活動を充実させ

ることで、自分の家庭生活を見つめ直し、家族関係をよりよくしていこうとする子どもたちの能力と

態度が育つ姿が見られた。 

 

Ⅲ 研究のまとめ 

 

１ 研究から見えてきたこと 

（１）生活をよりよくしようとする能力や態度の育ち 

【小学生の姿から】  

小学校の授業では、学習題材全体を通して「生活を

よりよくしようとする能力と態度」を育む題材を構成

できた。このことにより、育てたい能力と態度を育て

るためには、どのような学習指導の工夫を行っていけ

ばよいのか、具体的な手立てについて手がかりをつかむことができたと考える。実践的・体験的な学

習や問題解決的な学習を日々の学習指導の中でくり返し行っていくことが、子どもたちが自分の家庭

生活の場で生かし実践しようとする確かな知識や技能の習得には大切であることが実証できた。    

【中学生の姿から】  

検証授業から、中学生はどんな

ことをより強く認識し考えていた

のか、ワークシートの振り返りで

ランキング法７）を用いて分析した

（図４）。その結果、検証場面の学

習では、「自分にとって家族はとて

も大切」だと考えたことを一番に

あげていることがわかった。これ

は、教材として使用したテレビ CM

の内容が強く印象づけられたこと

が一つの要因ではないかと推察す

る。ランキングにより明らかにされた上位の概念には、「自分の成長」や「これからの自分と家族の生

活」「家族のためにできること」をあげている。教師の学習指導のねらいと生徒の振り返りが一致して

いることから、学習指導の工夫と具体の手立ては有効であったと思われることがわかった。下位にな

った概念についての認識を高めるためには、別な角度から子どもたちの実感や感性に迫るなど、さら

に学習指導の工夫を考えていく必要がある。 

 

７）ランキング法とは、参加体験型学習の学習方法の１つである。様々なテーマについて 10 個前後のキーワードをあ

げ、そのカードをダイヤモンド型に並べ、順位づけをする。個人でおこない、相互比較をすると多様な見方がある

ことに気づく場合もあるが、集団で行い、合意形式をはかる方法として用いることもできる。 

図３ 小学校家庭実践 
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 (1位）

 (2位）

（3位） (3位）

図４ 授業によって家庭や家族をどのようにとらえたか 
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① 学習により中学生は家庭をどうとらえたのか 

「自分の成長と家族や家庭生活とのかかわ

り」の学習が子どもたちの心情面にどのよう

な変容があったのかを学習前と学習後で比較

してみた。学習後、再度子どもたちに「家庭

という言葉からどんなイメージがわきます

か」と質問を投げかけた。その結果、図５の

ような変化がみられた。この学習後に気持ち

に関する記述が増え、家庭を気持ち＞こと＞

もの＞場所＞ひと（以下省略）の順にイメー

ジしていることがわかった。 

②「場所」の認識の変化 

図５から、学習後の子どもたちの「場所」

に対する受け止め方に変化があることがわか

った。学習前には、「場所」を単語で家、風呂場、自分の部屋などと記述しているものがほとんどであ

ったが、学習後は「いろいろと相談できる場所」「気持ちのいい場所」「自分が安心できる場所」「成長

していく場」など気持ちや感情、意思を含む言葉が増えていた。記述の内容をもとに再度カテゴリー

に細分化し分析をしてみたところ、家庭の「場所」を精神的な安らぎの場として受け止めている子ど

もたちが学習後に著しく増えているのがわかった（図６）。このことから、子どもたちはこの題材を通

し「家庭とはどういう場なのか」ということを、自分のこととして具体的に考えることができるよう

になっていったのではないかと推察する。家庭の機能についても実感を伴った認識がなされ、自分の

言葉で語れるようになったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 「場所」の細分化による認識の変化 

 

（２）生活をよりよくしようとする能力と態度をはぐくむ指導方法（学習指導） 

①実践的・体験的な学習活動の充実 

家庭、技術・家庭科では、実生活に生きて働く力を実習や体験の活動を通して学習している。教科

の学習でこの実践的・体験的な学習活動を充実させるためには、指導者が子どもたちの生活の実態を

的確に把握し、家庭生活とのかかわりの中で意味ある題材を構成して、その中で子どもの体験の質を
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図５ 中学生の家庭に対する認識の変化 
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高める工夫をしていくことが大切だと考える。質の高い実践的・体験的な学習活動とは、子どもたち

にとって「できた」「わかった」などの達成感や成就感が味わえる学習である。家庭、技術・家庭科の

学習を通して子どもたちをどのように育てていきたいのか、そのためにはどのような題材がよいのか、

また、どのような体験がよいのか、具体的な指導観や題材観が指導者に求められる。これらを踏まえ、

本研究では、学習活動を充実させるために、子どもたちの感性にふれる教材や資料を活用することを

試みた。授業展開では、参加体験型学習による伝え合い、学び合いなどの学習場面を設定した。わか

ったことを図や表にまとめ、実際に調理を行って体験をしたり、自分の考えを伝えあったりする学習

活動は、子どもたちがさまざまな角度から思考や判断し、表現する場となったと考える。このように

子どもたちの五感や感性にふれる学習場面の設定や言語活動を充実させることも、実践的・体験的な

学習活動の充実につながるものであると考える。 

②問題解決的な学習の充実 

家庭、技術・家庭科における問題解決的な学習では、将来の自分の家庭生活を営む上で生じる課題

に対して、自分なりの判断をして課題を解決できる能力を身に付けていくことが求められている。将

来、自分の家庭生活の中で課題を解決していくための能力をもたせるためには、実践的・体験的な学

習を組み込みながら多様な学習場面を設定し、くり返し問題解決的な学習を行っていくことが大切で

ある。家庭、技術・家庭科における問題解決的な学習が、単なる調べ学習に終わらないようにするた

めには、「自分の家庭生活」を軸に、実践的・体験的な学習活動を組み込み、よりよい生活のために必

要な工夫を思考・判断させる学習場面を設定することが大切だと考える。 

本研究では課題設定の場面で自分の生活を見つめ、家庭生活とのかかわりを改めて意識させた。こ

れは、学校での学習を家庭生活とつなげ、生活の場で実践できるようにするためである。学習活動の

中でわかったことを図や表でまとめたり、家庭実践につなげ実践を伝え合ったりする言語活動の充実

も、問題解決的な学習を充実させることにつながっていくと考える。    

２ 今後の課題 

（１）課題のもたせ方 

 授業の課題作りの場面では、家庭での経験や体験の違いによって課題のとらえ方に違いが見られた。

しかし、今回の研究では、「生活をよりよくしようとする能力と態度」をはぐくむために、実践的・体

験的な学習活動や問題解決的な学習を通して、どのような学習指導の工夫とその具体的な手立てを考

えていくかに重点がおかれたため、「課題のもたせ方」についての研究は十分ではなかった。問題解決

的な学習を通して、子どもたちが学習の意義や必要性を実感できるような課題をもたせるためには、 

唐突に課題を見つけるのではなく、前後の学習に必然性や関連のある学習場面を設定することが重要

であると考える。そのためには、「ゆでる」と「いためる」の調理を比較し、そこで気づいた違いから

課題をもたせるなど、指導者の意図的・計画的な授業設計や学習指導の工夫が求められる。   

教科の中で、問題解決的な学習は大切な学習として位置づけられており、「課題のもたせ方」を含め

て問題解決的な学習であることを今後十分に考え、「くり返し」学習を設定していく必要がある。 

（２）家庭との連携 

家庭、技術・家庭科で学習する知識や技能などは、学校での実践的・体験的な学習活動や問題解決

的な学習の中で「できた」「わかった」だけでは定着したとはいえない。学習したことをもとに家庭生

活に生かし、継続的に実践できるようにするためには、家庭との連携を図りながら学習を進めたり、

家庭に向けて授業への協力を求めたりすることも有効であると考える。本研究でも、小学校のミシン
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を使った製作活動で保護者への協力を求め、学習に参加を依頼した。そのことで、子どもたちや保護

者の間にも学習を通したかかわりができた。 

自分の生活が家庭と深くかかわっていることに気づかせ、生活の課題に対して最適な解決策を追究

することや生活を具体的に解決することなどによって、生活をよりよくしようとする能力と態度をは

ぐくんでいくことが、今、家庭、技術・家庭科の学習に望まれている。 

 

 

最後に、研究を進めるに当たり、ご支援ご助言をくださいました講師の先生方、また所属校の校長

先生をはじめ学校職員の皆様に、心より感謝申し上げます。 
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